
連続の世界の凸関数と，離散の世界の凸関数 森口聡子
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この2点P,Qに挟まれた範囲で，
fのグラフが線分PQより下に
ある．

Q’

P’

グラフ上の任意の2点P,Qを考える

この2点P,QがP’,Q’に近づくと，
関数値の和は下がる．

連続の凸関数

離散化 （離散化の仕方はいろいろある）

離散の凸関数

Ｍ凸関数

Ｌ凸関数
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